
パ ナ ソ ニ ッ ク ホ ー ル デ ィ ン グ ス ㈱
技 術 部 門 西 門 真 新 棟

こ の 先 １ ０ ０ 年 、 ず っ と 最 先 端 な ラ ボ



建 築 主
建 築 地
敷 地 面 積
仮 想 敷 地 面 積
建 築 面 積
延 床 面 積
階 数
構 造
C A S B E Eランク
B E E 値
B P I
B E I
B E L S 認 証

：パナソニック ホールディングス株式会社
：大阪府門真市大字門真1006番1他
：68,268.11㎡
： 7,060.00㎡
： 6,046.72㎡(新棟)+57.03㎡(付属棟)
：42,094.29㎡(新棟)+57.03㎡(付属棟)
：地上8階 P1階
：SRC 造、一部S 造
：Sランク
：3.1
：0.75
：0.58
：ZEB Oriented



さ く ら 広 場

松 下 幸 之 助 歴 史 館
（ 2 0 1 8 ）

も の づ く り イ ズ ム
館

（ 2 0 2 5 年 閉 館 ）

京 阪 本 線
西 三 荘 駅

技 術 部 門 新 棟
( 2 0 2 5 )

P a n a s o n i c  
X C

( 2 0 2 3 )



計画地は京阪本線西三荘駅の正面、約５０万㎡の広大なパナソニック西門真地区の起点

京阪西三荘駅

XCビル

東 側 住 宅 地

鉄 道 沿 線

北 側 キ ャ ン パ ス

歴史館

さくら広場

記念館

既 存 イ ン フ ラ

京阪本線

技術新棟

N



南北：既存との連続 、 東西：周辺への配慮

 な   な  

 な  





機能と環境にマッチしたブルータルな表現で、
形式や主義に囚われない抽象度の高いデザイン



ゴールや働き方はい までも変わ 

予測困難な状況で判断を粘 

必要な時に即座にアップデート 必要

何 決め手？

組織はどうな ？

何 課題か？

上手くいくか？

？



この先100年、ずっと最先端なラボ

社会環境の変化に対応可能な
「使い続けられ 価値」

＝

与条件（組織・目的・規模・設備）はい までも変わり続け 



「変化」を受け入れ ために、本質的に「変化しないもの」とは何か

それを新築でどう作り、どう使うかを

3 の工夫で応え 

将来のいかな 変更にも
追従でき しくみ

知的生産性を向上
させ しくみ

環境にやさしく事業継続性を
考慮したしくみ

Flexibility Creativity Sustainability

柔軟性 創造性 持続可能性
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あらゆ レイアウトに応え 

フレキシブルな基幹設備

間仕切可変を優先した耐震配置

超耐荷重、超振動抑制（特殊基礎）

最大面積

最適コア配置

インフラストラクチャーを く 

設備建築 構造
マルチシャフトツインコア 適材適所の架構



フロア構成

社会と繋がり多様なヒト・発想を受け入れ
カタチとして示すことで社内外と共創

イノベ・共創フロア
5-8F

最速で実現可能なレベルまで洗練・具現化

技術創造フロア
3-4F

1-2F
モノづくりのラインにのせ素早く社会へ送り出す

事業創造フロア

ラボ + オフィス

特殊・大型ラボ

製造ラボ



3～4階平面図

実験室

実験室

実験室

メカニカル
バルコニー

メカニカル
バルコニー

N

バルコニー

バルコニー

中央吹抜け

メカニカル
バルコニー

メカニカル
バルコニー

バルコニー

バルコニー バルコニー

バルコニー

5～8階平面図ラボに振り切ったプラン オフィスに振り切ったプラン

オフィスとラボ 未分で、何にでもなれ ＝どこでもラボ



設備の大掛かりな改修なしで、どこにでもラボを く こと でき 鋼製グリッド天井

設備のエリア

建築のエリア



側面FB
１00ｍｍ

断面図

角鋼
75×45

側面FB
１00ｍｍ

スチールパーティション

天井 岩綿吸音
板

側面FB
１00ｍｍ

ガラスパーティション

天井 岩綿吸音板

間仕切パネル
42ｍｍ

側面FB
１00ｍｍ

天井 断熱パネル42ｍｍ

ディテールの開発

900ｍｍ

900ｍｍ

天井カセッ
ト

照明

断熱パネル（天井なし） スチールパーティション ガラスパーティション

間仕切パネル
42ｍｍ

側面FB
１00ｍｍ

断熱パネル（天井あり）

見上げ図グリッド天井
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室内外に設置した様々なセンサーにより環境をリアルタイム測定し、最適なソリューションを統合制御して建築と設備に連動。

快適な空間提供と省エネの両立を実現。

室内外に植栽を設置。働きながら
も緑を感じられる居場所を提供。

中央吹抜に設けたハイサイドライトと
ブラインド開閉コントロールにより、
オフィス内部まで自然光を取り込む。

画像センサにより人の密度をマッ
プ上に見える化し、働く場所の選
択の指標に活用。（開発中）

昼光センサーによる調光を行い、
照明センサーと、人の生体リズム
に合わせたサーカディアン制御に
よって居心地の良さを提供。

ハイサイドライトと外周窓の自然換
気窓により、その時の気候と室内
温湿度に最適な外気の取り込み。

温湿度計や画像センサの人数検
知を用いた空調発停・風量制御
と、中央吹抜の床吹出空調によ
り、適材適所の空調を行う

照明

気流

空
調

自然光

緑化

人
流

                     

オンサイトモニタリング / 環境に呼応す 内外の制御技術



センサーによる照明・空調・気流などの制御と、利用者位置情報（混雑度）のマップ上での可視化によって、

一体的な空間でありながら多様な居場所を選択的に利用できる場を創出し、省エネと知的生産性の両立を実現。

■アダプティブ室内環境制御

Discussion

Concentrate

Seminar

RelaxChat

DeskWorkLab

Communication

N



吹抜けでの、立体的なインフラストラクチャー

桟敷スペース
吹抜けに張り出したピット上の居場所

立体的な実験環境
音、光、風、緑、人流の、
様々な立体的実証ができる空間構成

実証ウォール
様々なモノが付け替え可能な単管格子

WELLNESS
アンダーフロア空調、照度・気流解析

鋼製グリッド天井有孔ルーバー手摺
緩い境界をつくりつつ

様々なガジェットを取付可能



さまざまな ポジティブ・コラボレーション
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■環境に配慮しな ら快適な居住空間を生む中央吹抜

視線コントロールスポット

大掛かりな工事なしで、
モードチェンジや実験 でき 仕掛け

アンダーフロア空調によ 居住域の快適性の確保

多彩な桟敷

場所ごとに特徴あ インテリア
屋内緑化

自然採光・自然通風

Well-Being



屋内壁面緑化の実証
・植物の生育に合わせた照明制御の実証
・自動潅水システムと、ドローン技術を融合した
生育監視システム

ルーバーに設けたスリッドから気流を生むエア
リーソリューションルーバー

■鋼製グリッドによ 実証ウォール





One Panasonic 敷地全体（北面）
関西南部の遠くの山々（南面）まで見渡せるView

遮蔽物が無く、気持ちよく取り込む風

部門の共創スペース

リフレッシュテラス

奥の執務エリアまで光を導く

避難経路やサブメカニカルバルコニーとしても利用

太陽高度

執務エリア

執務エリア

執務エリア

RF

8F

7F

6F

5F

4F

直達日射を遮りながら光を取り込む

中間期の自然換気

夏の日射

自然換気

良好な眺望

冬の日射

■南北面は水平バルコニーによる庇効果とウェルネスを両立



外装はPca版でメンテフリーとし、南北の景観的調和、東西の周辺住宅地への生活環境配慮を図りな ら、環境と呼応す 計画とした。



太陽高度

開口部を縦長に絞り、
東西の角度と高度の低い日射を抑制する

メカニカルバルコニーからの騒音を抑える防音壁

外部からプライバシーを確保する

騒音抑制

プライバシー確保

■東西面は開口部を絞り、熱負荷、騒音、プライバシーに配慮



仕上 はコンクリートに酸やウォータージェットで凹凸を け、素材感のあ 外装とした。



■レスポンシブルファサード
天候、風向・風速、内外の気温・湿度、照度、CO2などをセンシングし、上部突き出し窓の自動開閉や、
ブラインド自動昇降・羽角度（ピッチ）の自動変更を行い、自ら反応し（考え）、働くファサードとした。

奥行のある方立が縦ルーバーとして働き、欄間窓が開閉。天井ルーバーが風景や照明を柔らかく反射する。

ブラインド

オープン セミオープン クローズ

上
部
窓

オ
ー
プ
ン

ク
ロ
ー
ズ

微風+日射弱 微風+日射中 微風+日射強

強風+日射弱 強風+日射中 強風+日射強

※多湿時は上部窓はクローズ

軒天内はどこでも設備配管が貫通でき、仕上げをルーバーにすることで、軒天内吸排気を可能とした。

軒天内吸排気

どこでも軒天内貫通

ブラインド閉鎖時も採光を確保

夏至

冬至

春秋分

自然通風

窓開閉モーター

照明器具

ブラインド

小庇

MBルーバー



最新型の純水素燃料電池を実装。太陽光パネルで発電したCO2フリーの自然エネルギーを活用して、グリーン水素を生成し、純水素燃料電池にて高効率な発電を可能としている。
自家消費システムだけではなく、太陽光・蓄電池・燃料電池の一斉放電によるピークシフトや、非常時に太陽光と燃料電池による発電機稼働時間の延長も可能にしている。

■最先端の水素利用システム（水素＋太陽光発電）

・水素発生装置
・水素タンク
・燃料電池
・蓄電池

純水素燃料電池
発電システム

屋上平面

太陽光発電システム

発電量60kw 発電量15kw 合計75kw+ =
BCP電源と
して最大利用
可能

蓄電池
水素発生装置

燃料電池



オフィスの環境配慮 設備の環境配慮 ラボの環境配慮

CASBEE S（BEE 3.1）、 ZEB Oriented （BEI 0.58）



大阪府の重点評価
評価結果表示シート（様式3によ 再評価分）の「評価結果」

CASBEE評価結果シート
「建築物環境効率ランキング」、「BEE値」、「レーダーチャート」、「バーチャート」



BELS認証 ZEB Oriented を達成



「この先100年、ずっと最先端」なラボ



2 0 2 5 ⇒ 2 1 2 5

「この先100年、ずっと最先端」なラボ


